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～
７
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度
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の
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７
年
度
ま
で
の

第
２
期
協
定
の
３

第
２
期
協
定
の
３

つ

の

テ
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マ

に

つ

の

テ
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沿
っ
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沿
っ
た
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動
を
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ま
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て
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ま
す
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今
回
は
、
令
和

　
今
回
は
、
令
和

６
年
度
の
取
り
組

６
年
度
の
取
り
組

み
の
状
況
に
つ
い

み
の
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す

て
紹
介
し
ま
す
。。
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林
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興

森
林
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活
用
に
よ
る
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興

　

町
内
の
小
学
校
児
童
を
対
象
に
、

森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
で
形
成
さ

れ
る
積
丹
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
へ

の
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

動
植
物
の
専
門
家
を
講
師
に
招

き
、
計
４
回
、
延
べ
17
時
間
の
取
り

組
み
で
は
、
森
・
川
・
海
に
生
息
す

る
生
き
物
を
観
察
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

を
通
し
て
生
態
に
つ
い
て
教
わ
り
、

学
ん
だ
知
識
を
基
に
「
生
き
物
の
つ

な
が
り
図
鑑
」
を
作
成
。
最
終
回
で

は
、
学
ん
だ
内
容
を
ま
と
め
た
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほっかいどう企業の森林づくり ほっかいどう企業の森林づくり ステージⅡステージⅡ

「ＪＴの森積丹」「ＪＴの森積丹」

　「
森
づ
く
り
の
日
」
開
催

「
森
づ
く
り
の
日
」
開
催

町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
参
加
い

た
だ
い
た
方
が
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
を
会
場
に
、
Ｊ

Ｔ
及
び
関
連
企
業
の
社
員
と
そ
の
家

族
の
ほ
か
、
国
・
道
の
林
業
関
係
職

員
、
町
民
な
ど
が
参
加
し
て
森
林
保

全
活
動
等
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

　

令
和
６
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
春

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
１
７
７
名
が
参

加
。
余
別
川
流
域
エ
リ
ア
で
、
森
・

川
・
海
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
野
外
学

習
の
ほ
か
、
森
の
中
を
走
行
す
る
森

▲令和元 (2019) 年 JT の森積丹・生態調査業務で作成した「JT の

　森積丹 いきものこぼれ話かるた」を使って、楽しく遊びなが

　ら学習　＝第 1回：８月 29 日・美国小学校＝

▲小泊海岸で貝殻や植物を観察する野外学習
　＝第３回：９月４日・小泊海岸＝
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林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
「
ｅ
バ
イ
ク
体

験
」
や
「
巣
箱
づ
く
り
体
験
」
な
ど

の
森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ま

し
た
。

「
森
林
整
備
」
の
取
り
組
み

　

平
成
27
年
度
「
森
づ
く
り
の
日
」

に
植
樹
し
た
ト
ド
マ
ツ
（
６
・
57
㏊
）

の
成
長
を
阻
害
す
る
雑
草
木
の
刈
払

い
を
実
施
。

※

水
源
涵か

ん
よ
う養

機
能
や
山

地
災
害
防
止
機
能
な
ど
森
林
の
公
益

的
機
能
の
維
持
増
進
を
目
的
に
、
積

丹
川
流
域
エ
リ
ア
（
婦
美
二
地
区
）
で

昭
和
32
年
に
植
栽
し
、
公
益
的
機
能

が
低
下
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
（
林
齢
67

年
・
約
10
㏊
）
に
つ
い
て
、
伐
採
と

～ 海を育む水源の森に / ほっかいどう企業の森林づくり ～～ 海を育む水源の森に / ほっかいどう企業の森林づくり ～

第２期 【ＪＴの森積丹】 森林づくり協定の概要第２期 【ＪＴの森積丹】 森林づくり協定の概要

日本たばこ産業

▲ｅバイク体験する参加者 ＝５月 25 日・ＪＴの森積丹＝

販
売
を
一
括
で
行
う
「
立

り
ゅ
う
ぼ
く木

販
売
」

の
公
募
を
行
い
、
４
６
２
万
円
で
売

却
し
ま
し
た
。

　

伐
採
跡
地
は
、
今
年
雪
解
け
以
降

に
植
栽
準
備
の
た
め
の
地じ

ご
し
ら拵

え
施
業

を
行
っ
た
後
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
苗

木
を
植
栽
す
る
予
定
で
、
今
秋
の
「
森

づ
く
り
の
日
」
の
参
加
者
に
よ
る
植

樹
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業

の
森
林
づ
く
り
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
「
海
を
育
む
水
源
の

森
」
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

※
水
源
涵か

ん
よ
う養

機
能

森
林
の
土
壌
が
降
水
を
貯
蓄
し
、
河

川
へ
流
れ
込
む
水
の
量
を
平
準
化
し
て

洪
水
の
緩
和
と
と
も
に
、
川
の
流
量
を

安
定
さ
せ
る
機
能
を
持
ち
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
水
が
森
林
土
壌
を
通
過
す

る
こ
と
で
水
質
の
浄
化
と
同
時
に
養
分

を
含
み
、
山
か
ら
川
・
海
へ
供
給
さ
れ

る
自
然
の
働
き
を
「
水
源
涵
養
機
能
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
供
給
さ
れ
た
養
分
が
、
海
洋
生

態
系
の
豊
か
さ
や
漁
業
資
源
の
形
成
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

漁
業
の
町
・
積
丹
町
に
と
っ
て
は
、
森

林
整
備
や
保
全
活
動
を
進
め
る
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

企業版ふるさと

納税寄附金

＝　面積：約３５０ha　/　期間：令和 3年４月 1日～令和８年３月 31 日　＝＝　面積：約３５０ha　/　期間：令和 3年４月 1日～令和８年３月 31 日　＝

積丹町

森林利活用による森林利活用による

地域振興地域振興
森づくりの日森づくりの日

森林整備森林整備

①体験型観光への貢献①体験型観光への貢献

②間伐材の利用促進②間伐材の利用促進

③積丹 GIN の原材料資源化③積丹 GIN の原材料資源化

④子どもたちへの地域環境教育④子どもたちへの地域環境教育

⑤町内産業経済団体等との異業種交流⑤町内産業経済団体等との異業種交流

①関係機関や町民参加の①関係機関や町民参加の

　森林保全・木育教室　森林保全・木育教室

①余別川流域エリア：間伐①余別川流域エリア：間伐

②美国川流域エリア：更新伐②美国川流域エリア：更新伐

③積丹川流域エリア：更新伐③積丹川流域エリア：更新伐

（合計１０６ha）（合計１０６ha）

▲伐採

▲アクセサリー作り体験

▼美国川・いきもの調査
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